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軽井沢プロジェクト 地方創成提案 ～軽井沢駅北口の再活性化へ向けて～

1.従来型の商業施設開発ではない駅前整備の考え方

巨大ショッピングモール等に
偏った発展と外部不経済

失われつつある別荘地の
コミュニティ・文化と自然

〈軽井沢の抱える課題〉

大正７年に新渡戸稲造と後藤新平らによって創設。
戦前まで続けられた。現在の夏「期」大学は市村
今朝蔵らによるもの。

参考：軽井沢夏季大学

ソフトインフラからの
アプローチ

軽井沢駅
北口に

大学院大学
構想

〈FIACS提案〉

駅前から軽井沢の雰囲気を感じられる
ようにしてほしい（平板な街並み）。

質の高い雇用と学びの場がほしい
（高卒・大卒後の展望が見えない）。

研修・保養所や人材の有効活用、
関連・新規ビジネスの展開が可能。

別荘民の声

地元の声

企業等の貢献

〈軽井沢の声〉
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ex.東京のビジネスコミュニティの
付加価値プログラム化

ex.プロジェクトを受注できる
クリエイティブを組織化

ex.ベタにブランドグッズ開発・販売
＆周辺コンドミニアム開発

〈軽井沢発〉質の高い文化資本の創造と活用

参考事例① Black Mountain College 参考事例②  Schumacher College
・1933年、米国のノースカロライナにつくられた芸術学校。進歩的な芸術教育を行なう非営利の機関として開校。
・教育機関でありながら、双方向的なコミュニケーションと創造の場であった。
・1200人近い卒業生を輩出し、資金難により57年に閉校。

・「持続可能な暮らしのための変容を促す学び」の場として、1991年から始まった民間の学校
・週単位で著名なゲストと世界各国からの受講生が集まり、食事や掃除や畑など暮らしを共にしながら学ぶスタイル。
・2000年からはプリマス大学と提携し、修士課程もある。

大学院大学でクリエイティブな人材・産業を招致・育成する

共に学ぶ
価値

小規模
＆双方向の
学び合い

学生＆企業研修

クリエイティブ
な講師陣

「軽井沢でなら
教えてもイイ！」

合宿・共同生活

密度の濃い
共有体験

2.軽井沢らしさを活かした知的コミュニティの創設 -大学院大学構想概要-
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3.大学院大学を核とした軽井沢駅北口の街づくり

軽井沢・プリンスショッピングプラザ
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■駅北口から別荘エリアまでを
　楽しく歩ける町に

■１０の政策・方針等
①駅前地区の顔づくり

②放射状に広がる散策路整備

③東西バランスのとれた発展

④旧商業を活かす街路整備

⑤首都圏の企業との連携

⑥質の高い雇用の実現

⑦高等教育機関の創設

⑧周辺産業・人材の誘致

⑨東京五輪までの実現化

⑩既存の施設等の活用

大学院大学を核とした再開発プラン:  新・軽井沢グランドデザイン案


